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第21回中央委員会開催

国民投票法案阻止!

格差と貧困をなくそう!
07 国民春闘

　
１
月
２
１
日
（
日
）
、
高
知
市

の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・

ソ
ー
レ
で
県
労
連
第
２
１
回
中

央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
０
７

国
民
春
闘
方
針
が
全
会
一
致
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
高
橋
委
員

長
は
「
中
央
委
員
会
直
前
に
確

信

と

な

る

二

つ

の

大

き

な

ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
。
一
つ
は

安
倍
首
相
が
、
残
業
代
を
支
払

わ
な
く
て
も
良
い
と
す
る
『
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
』
に
関
わ
る
法
案
の
通

常
国
会
提
出
を
見
送
る
と
い
う

表
明
と
も
う
一
つ
は
、
太
陽
生

命
で
働
く
高
知
の
二
人
の
女
性

が
声
を
上
げ
、
全
国
７
５
０
０

名
の
労
働
者
に
雇
用
保
険
を
か

け
さ
せ
る
と
い
う
画
期
的
な
成

果
を
上
げ
た
こ
と
で
す
」
、
「
い

ま
、
た
た
か
え
ば
前
進
す
る
情

勢
と
な
っ
て
お
り
、
春
闘
を
全

力
で
た
た
か
い
、
選
挙
戦
に
も

勝
利
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
樫
原
書
記
長
が
格
差
と
貧
困

の
解
消
、
労
働
法
制
改
悪
阻

止
、
国
民
投
票
法
案
阻
止
、
組

織
拡
大
な
ど
の
０
７
国
民
春
闘

方
針
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
県
労
連
一
般
会
計

中
間
報
告
」
、
県
労
連
書
記
局

　
１
月
の
賃
金
計

算

を

し

て

い

て

「
？
！
」
と
我
が
目

を
疑
い
ま
し
た
。
「
増
税
」
と

思
っ
て
い
た
の
に
、
所
得
税

は
減
額
さ
れ
、
手
取
り
が
増

え
る
こ
と
に
。
県
教
組
の
書

記
さ
ん
に
聞
き
に
行
き
ま
し

た
。
彼
女
も
税
務
署
に
問
い

合
わ
せ
を
し
た
そ
う
で
す
。

翌
日
、
日
本
共
産
党
の
「
赤

旗
」
の
一
面
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
手
取
り
が
増
え

る
の
も
５
月
ま
で
。
６
月
に

は
税
源
移
譲
に
伴
う
住
民
税

増
税
と
定
率
減
税
全
廃
の
影

響
が
私
た
ち
の
家
計
に
響
い

て
き
ま
す

手
取
り
が
少
し

増
え
た
の
は
何
年
ぶ
り
で

し
ょ
う
。
５
ヶ
月
間
だ
け
増

え
て
も
喜
ぶ
・
・
「
ま
っ
こ
と

貧
者
じ
ゃ
ね
え
」
と
笑
っ
て

し
ま
い
ま
す

３
１
日
、
参

議
院
で
の
日
本
共
産
党
市
田

書
記
局
長
の
質
問
は
衝
撃
的

で
し
た
。
若
者
が
ア
パ
ー
ト

も
借
り
ら
れ
ず
、
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
」
の
わ
ず
か

一
畳
ほ
ど
の
空
間
に
寝
泊
ま

り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
国

民
の
暮
ら
し
を
守
る
の
は
政

治
の
責
任
で
す
。
庶
民
に
は

増
税
、
大
企
業
に
は
減
税
の

政
治
を
変
え
よ
う
。
今
年
二

つ
の
選
挙
で
は
「
貧
者
の
一

分
」
で
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

「
武
士
の
一
分
」
の
キ
ム
タ
ク

の
か
っ
こ
よ
さ
に
は
到
底
及

ば
な
い
け
ど
ね
ぇ
。
（
高
）

の
土
曜
日
閉
鎖
の
た
め
の
「
書

記
局
運
営
規
定
一
部
改
訂
」
、

「
選
挙
管
理
委
員
会
設
置
」
の

議
案
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
提
案
後
、
１
１
人
が
討

論
に
立
ち
、
執
行
部
の
提
案
し

た
春
闘
方
針
等
を
全
会
一
致

で
採
択
し
ま
し
た
。

　
中
央
委
員
会
に
は
日
本
共

産
党
塚
地
佐
智
県
議
か
ら
来

賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

中央委員会での発言者と要旨

県
教
組
　
西
山
さ
ん

　
０
７
春
闘
は
改
悪
教

基
法
の
具
体
化
を
許
さ

な
い
た
た
か
い
と
教
職

員
の
労
働
条
件
改
善
を

求
め
る
た
た
か
い
に
全

力
を
上
げ
る
。

高
知
一
般
　
山
崎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
前
野
さ
ん

　
労
働
相
談
、
格
差
と
貧
困
を

な
く
す
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
、
太
陽
生
命
で
は
成
果
も
上

げ
て
き
た
。
解
雇
撤
回
に
協
力

を
。

自
治
労
連
　
筒
井
さ
ん

　
公
契
約
条
例
制
定
の
運
動

の
強
化
、
２
月
に
は
公
務
労
組

連
絡
会
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
成

功
さ
せ
る
た
め
奮
闘
す
る
。

青
年
部
　
草
野
さ
ん

　
青
年
部
は
２
月
１
日
か
ら

「
最
低
賃
金
生
活
体
験
運
動
」

を
計
画
し
て
い
る
。
最
賃
引

き
上
げ
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
な
く
そ
う
。

郵
産
労
　
筒
井
さ
ん

　
集
配
再
編
の
取
組
み
で
実

施
延
期
の
成
果
も
あ
っ
た

が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
撤
去
な
ど
の
問

題
も
。
組
織
拡
大
に
本
格
的

に
取
り
組
み
た
い
。

　
年
金
者
組
合
　
岡
田
さ
ん

　
最
低
保
障
年
金
の
意
見
書

が
指
定
都
市
市
長
会
で
上
げ

ら
れ
た
。
運
動
の
新
た
な
到

達
だ
。
組
織
拡
大
を
す
す
め

て
さ
ら
に
強
め
た
い
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
検
診
は
検

診
項
目
が
減
る
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
総
合
保
健
協
会
で

賃
金
『
合
理
化
』
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
。

　
　
　
建
交
労
　
影
山
さ
ん

　
公
的
保
育
を
守
る
署
名
が

衆
参
で
可
決
さ
れ
た
。
「
認
定

子
ど
も
園
」
制
度
は
保
育
の

市
場
化
の
動
き
を
加
速
す
る

も
の
だ
。

安
芸
芸
西
労
連
　
吉
田
さ
ん

　
　
　
建
交
労
　
片
山
さ
ん

　
Ｊ
Ｒ
四
国
に
た
い
し
て

「
改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
」

の
遵
守
を
求
め
て
た
た
か
っ

て
い
る
。
労
働
委
員
会
の
活

用
も
し
て
い
く
。
（
裏
面
に
）

　

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン

（
残
業
代
取
り
上
げ
・
過
労
死
促
進
法
案
）

息
の
根
を
止
め
よ
う
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県労連第２１回中央委員会
発言者と要旨 （続き）

県
国
公
　
小
笠
原
さ
ん

　
公
務
員
の
削
減
が
す
す
め

ら
れ
、
片
道
切
符
の
全
国
異

動
も
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
は

「
年
収
○
○
万
円
」
な
ど
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
派
遣
労
働
の
例
が
示
す

よ
う
に
、
一
度
導
入
さ
れ
た
ら
対
象
は

次
々
に
広
げ
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
。

自
交
総
連
　
横
田
さ
ん

　
相
互
物
流
労
組
の
争
議
は
昨
年
の
３
月

末
日
勝
利
和
解
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

支
援
に
感
謝
。
ハ
イ
タ
ク
労
働
者
の
賃
金

は
最
賃
に
も
届
か
な
い
状
態
が
問
題
に
な

り
、
労
働
条
件
を
改
善
さ
せ
る
た
め
の
「
運

賃
改
定
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
高
知
自
治
労
連
と
高
知
県
医
労
連
は
１

月
１
７
日
、
県
内
で
深
刻
と
な
っ
て
い
る

医
師
不
足
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
橋
本

知
事
へ
の
要
望
署
名
９
６
２
０
筆
を
提
出

し
、
約
１
時
間
３
０
分
に
わ
た
っ
て
高
知

県
と
の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
話
し
合
い
に
は
、
医
労
連
の
自
治
体
３

病
院
労
組
、
高
知
自
治
労
連
の
四
万
十
市

民
病
院
の
仲
間
た
ち
１
５
名
が
参
加
、
高

知
県
は
畠
中
・
健
康
福
祉
部
長
、
家
康
医
療

医労連と自治労連が対県交渉

医師不足の解消を

「対策室新設」などを回答

薬
務
課
長
ら
が

対
応
し
ま
し
た
。

　
畠
中
部
長
は

「
地

域
医

療
を

守
っ
て
い
く
こ

と
は
県
の
使
命
」

「
医
師
不
足
問
題

は
最
重
要
課
題
」

と
の
認
識
を
示

し
、
来
年
度
予
算

に
「
奨
学
金
制

度
」
「
ド
ク
タ
ー

バ
ン
ク
」
な
ど
、

医
師
確
保
に
向
け
た
制
度
の
新
設
と
、
新

た
な
組
織
の
立
ち
上
げ
を
考
え
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
医
師
が
来
た
く
な
る

よ
う
な
病
院
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
も
、

医
師
不
足
の
中
で
は
で
き
な
い
」
と
病
院

の
深
刻
な
現
状
を
訴
え
、
医
師
不
足
解
消

に
向
け
た
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

お楽しみクイズ当選者発表
　
県
労
連
新
年
号
の
お
楽

し
み
ク
イ
ズ
に
２
１
名
の

方
々
か
ら
答
え
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で

の
「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
よ
り
も
多
く
の
答
え
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
答
え
は
下
記
を
含
め
て

３
通
り
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
厳
正
に
抽
選
を
お
こ
な

い
、
下
記
の
方
々
に
図
書
券

を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

○
井
上
睦
子
さ
ん
（
四
万
十
市
職
西
土
佐

支
部
）

○
式
地
美
智
さ
ん
（
香
美
市
職
）

○
中
山
裕
康
さ
ん
（
県
教
組
）

○
田
村
拓
也
さ
ん
（
全
司
法
）

○
北
村
耕
助
さ
ん
（
大
正
町
職
労
）
　

　
応
募
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
年
賀
ハ
ガ

キ
の
景
品
と
同
じ
「
ハ
ワ
イ
旅
行
」
も
考
え

ま
し
た
が
、
県
労
連
に
来
た
年
賀
ハ
ガ
キ

は
当
選
し
な
か
っ
た
の
で
、
ま
た
の
機
会

と
し
て
、
今
年
は
千
円
の
図
書
券
で
す
。

　
来
年
に
乞
う
、
ご
期
待
！

2.22地域総行動
　07 春闘での「地域総行動」で高知市内は２月２２

日（木）を予定しています。

　早朝宣伝

　　県庁前、グランド前、はりまや橋、ＪＲ高知駅前

　　中央郵便局前

　全労連統一要請書提出行動

　　Ａ、Ｂ班に分かれて行動

　労働法制拡充を求める請願署名要請行動

　　Ａ、Ｂ、Ｃ班に分かれて行動

　地域労連への提起

　　○　春闘ビラ配布行動

　　○　関係自治体への「全労連統一要請書」提出行

　　　動

　　○　主要な場所での「集会」の開催

格差と貧困をなくせ

革新懇フォーラム2007

「格差社会を考える」
　　　　　　　　　　に参加を

　基調講演

　　　友寄英隆さん（前「経済」編集長）

　　「新自由主義」と格差・貧困

　第２部

　　新自由主義に立ち向かう仲間たち

　第３部

　　いまこそ共同と連帯のうねりを

◎　２月１８日（日）１３：００～

◎　人権啓発センター

◎　参加費　５００円

　　

全
労
連
四
国
地
区
協

春
闘
四
国
総
行
動

　
全
労
連
四
国
地
区
協
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
「
春
闘
四
国
総
行
動
」
は
３
月
８
日

（
木
）
で
す
。
１
２
時
２
０
分
に
高
松
駅
前

に
集
合
し
、
短
時
間
の
集
会
後
、
デ
モ
行
進

を
お
こ
な
い
、
Ｊ
Ｒ
四
国
本
社
、
運
輸
局
、

四
国
地
方
整
備
局
、
高
松
国
税
局
な
ど
へ

の
要
請
行
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
四
国
の
労
働
者
の
要
求
を
持
ち
寄
り
ま

す
が
、
今
年
は
秋
に
実
施
し
た
「
Ｊ
Ｒ
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
も
と
に
し
て
「
安
全
・

サ
ー
ビ
ス
問
題
」
で
Ｊ
Ｒ
四
国
本
社
へ
の

申
し
入
れ
も
お
こ
な
う
予
定
で
す
。
積
極

的
に
参
加
を
。

　
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
讃
岐
う
ど
ん
ツ

ア
ー
」
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
３
月
８
日
（
木
）
で
す


